
 練馬区立田柄中学校 学校だより 

     田柄だより 

令和７年度 第１０号 

練馬区立田柄中学校 

校長 小室 賢一 

令和８年２月１６日（月） 

  
ミラノ・コルティナ冬季五輪の熱戦に胸を熱くしています。特に団体競技でのメダル獲得シーンを目に

すると、個人種目とはまた違った、込み上げてくるような感動を覚えるのは私だけではないと思います。

フィギュアスケート団体の銀メダルやスキージャンプ男女混合団体では、「チームのために」という純粋

な力が生み出すドラマを感じましたし、「誰かのために」という思いが引き出す、個人の限界を超えた力

に感動しました。 

ミラノ・コルティナ冬季五輪で私たちが目撃しているのは、アスリートたちが「自分のため」ではなく

「チームのため」に120%の力を振り絞る姿です。次の人にいい状況を作ってバトンをつなぎたいという思

いやりや、与えられた役割の中で最高のパフォーマンスをしようという責任感、あるいは仲間のミスをカ

バーするために必死に競技する姿。その自己犠牲をいとわない姿勢に心を激しく揺さぶられます。 

そして、「チームのために」という気持ちや姿勢を考えるとき、私は田柄中学校の運動会や合唱コンク

ールを思い起こします。まさに、学校行事は「小さなオリンピック」であると考えています。 

中学生という多感な時期に彼らは日々葛藤の中にいます。しかし、行事という舞台では、一人の「私」

から「クラスの一員」へと意識が変化します。例えば、運動会のリレーでは、自分の足が速いかどうか以

上に、「次の走者に少しでも楽をさせてあげたい」という思いが、練習以上のスピードを生んでいまし

た。大縄跳びでは、「なんで跳べないのか」を責めるのではなく、「こうしたらどうか？」と温かいアド

バイスをしている場面を見かけました。責められるのではなく、助言をもらって気持ちも前向きになり、

チームのために頑張ることができたようです。ムカデリレーでも「いかにスピードをあげるか」というこ

とをみんなで考えていました。また、合唱コンクールでは、自分の声を目立たせるのではなく、「クラス

メイトの声と響き合わせたい」と願ったとき、バラバラだった音は初めて聴いている人の心に届く「ハー

モニー」へと変わっていきました。 

大人が見ていて涙が出るのは、単に結果が素晴らしいからではありません。「自分以外の誰かのために

必死になる」という、人間として美しく、尊い成長の瞬間をそこに感じるからではないでしょうか。一人

では耐えられない練習も、仲間と一緒なら乗り越えられる。自分一人で喜ぶより、クラス全員で泣き笑い

する方が記憶に刻まれる。この「チームで戦う」経験こそが、五輪選手が手にするメダルと同じくらい、

子どもたちの将来にとって輝かしい財産になります。生徒たちが成長という名の金メダルを獲得する瞬間

だと思います。 

保護者の皆様には、ぜひお子様の「結果」だけでなく、「チームの中でどんな役割を果たそうとしてい

たか」という過程に目を向けていただければ幸いです。社会に出れば結果は重要でしょう。しかし、学校

生活では、結果よりも過程に目を向けて、成長できたことを褒めて称えてあげられる場所にしたいと思っ

ています。それが次の一歩につながるはずだと信じているからです。 

そんなことを考えさせてくれるオリンピックの団体競技のメダル獲得でした。 

 

教育スローガン ： 明るく元気で楽しい学校 

団体競技でのメダル獲得 



田柄中レポート 
★１月 16 日（金）連合ダンス発表会 

 
 
 
 
 

★1 月 23 日（金）～25 日（日）スキー移動教室（2 年生） 

                               

 
 
 
 
 
 
 
★２月２日（月）～７日（土）校内生徒作品展 

 
 
 
 

 

【表彰】部活動等、頑張っています！＜敬称略＞ 

女子バレーボール部 

 1年生第３ブロック交流会 第２位 

 優秀選手賞 MRさん 

 

吹奏楽部 

 アンサンブルコンテスト 

銀 賞 

＜今後の予定＞ 
２月１６日（月）生徒会朝礼 避難訓練 
  １８日（水）第４回定期考査（１､２年生のみ） 
 ～２０日（金） ※１､２年生は２０日(金)のみ給食あり 

            ※３年生は通常授業のため給食あり  

  ２１日（土）都立一次（試験）（３年生） 
  ２６日（木）ＥＳＡＴ－Ｊ（１，２年生） 
３月 ２日（月）都立一次合格発表 
   ５日（木）進路講演会（３年生）  
   ９日（月）生徒会朝礼 避難訓練 
  １３日（金）卒業式予行練習 
        薬物乱用防止教室（３年生） 
  １６日（月）球技大会（３年生） 
   
             
    

 降雪による道路状況の悪化を懸念してのスタートでしたが、最終日以外は天候に恵まれ、技術も上達し、発

熱などの体調不良も、ケガ等で病院にお世話になることもなく、すべてのプログラムを実施でき、充実した宿

泊行事となりました。スキーは滑れるようになれば楽しいスポーツですが、はじめはうまく行かずに心が折れ

そうになります。しかし、田柄中の生徒たちは仲間の存在が大きいようでした。時には励まし合い、時には友達

に負けないぞとライバル心を燃やして、転んでも転んでも立ち上がって練習しました。その結果、ほとんどの

生徒が初任者だったにもかかわらず、全員がリフトに乗ってコースの上の方から滑ることができました。一人

だったら諦めていたかもしれず、仲間の存在の大きさを改めて知る機会になりました。２年生の集大成として

思い出に残る移動教室でした。 

1 年生で希望者を募集し、練馬区の連合行事である「連

合ダンス発表会に参加しました。「スポットライト」とい

うテーマで一人一人が輝くダンスを考え、練習し、発表

しました。一人一人の技術が高く、会場からも「うまい」

と声が漏れてきました。堂々と踊り切り充実の発表会と

なりました。 

 授業内で制作した作品を展示しま

した。外部からのお客様もお見えにな

り、生徒たちが制作している表情が浮

かんできましたという感想もいただ

きました。見ごたえがありました。 


